
 

 

東北出身のソウル&ビート! 
和太鼓 

津軽三味線 

ドラム&パーカッション 
 

 
 
 

天地人コンサ－ト 

 
 
バンド〝天地人〟は２００３年に結成されました。三人のミュ－ジシャンはそろって東北の中で
も北の地方出身です。彼ら三人は自分達の音楽によって天と地を結びつけたいと願っています。
天空の〝ten〟、大地の〝chi〟、そして人の〝jin〟の３つの要素が結び合わされています。 
 
コンサ－ト日時 ： ２０１１年７月１６日（土）  １９時開演 

コンサ－ト会場 ： 州立民族博物館 Staatliches Museum für Völkerkunde 

     ミュンヘン、マクシミリアン通り４２番地 Maximilianstr. 42  80538 

München 

入場料  ： １５ユ－ロ（一般） 

     １０ユーロ（独日協会会員、日本人会会員及び学生・生徒） 

http://www.tenchijin.info/top.html


 

     ＜どちらも会場の当日券売り場でのみ発売＞ 

 

＜楽器について＞ 
 
津軽三味線 ： 

三味線はばちで叩く、日本の伝統的な三本弦の弦楽器。津軽地方で特に好んで使われてい

る太棹が津軽三味線。 

 

太鼓： 

日本の伝統的な打楽器で、様々な大きさの太鼓がある。 
 
 
 

＜ミュ－ジシャンのプロフィ－ル＞ 

大間ジロ－（ドラム・パーカッション）： 

１９５４年生まれ。若い頃から既に米英のビ－トルズやロックの影響を受ける。２１歳で

バンド 

〝オフコ－ス〟にドラマ－として参加し、１９８０年代の日本で大ブレイクする。「さよ

なら」や 

「ＹＥＳ-ＮＯ」等のヒットを生み、〝オフコ－ス〟のアルバム２２枚、シングルを２６

枚出す。コンサ－トは８００公演に及ぶ。 

 

大沢しのぶ（和太鼓）： 

日本の和太鼓界において将来を担う女性奏者。若いときから既に数々のコンク－ルで優勝。 

 

黒澤博幸（津軽三味線）： 

２００２年から２００４年にかけて三年連続の津軽三味線日本チャンピオン。 

 

 

 

三人のミュ－ジシャンは皆、今年３月１１日に起こった地震と津波の被災地であり、数多

くの犠牲者を出した東北地方の出身です。この三人の有名ミュ－ジシャンによる今回のコ

ンサ－トは、東北の豊かな自然の回復、そしてそこに生きる人々が復興の為の力を得るこ

とを祈って演奏されます。西洋と伝統的な日本の楽器のコンビネーションによるバンドの

フュ－ジョンサウンドは、古くから伝えられた歴史に新しい音楽表現を与え、生き生きと

した強い色彩の中に、東北地方の触れることのできない自然とそこに生きる人々の心を描

き出すのです。 
 

 

 

  


